
MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

2022年8月
株式会社マイクロエース

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。

A0796
予価：33,000円（本体価格30,000円）

JANｺｰﾄﾞ：801567 ｶｰﾄﾝ内入数：12

商品形態 Nゲージ塗装済完成品（素材：ABS樹脂製 対象年齢：14歳以上 ブックケース入り）

実車

商品概要

オプション

付属品 シール

•マイクロエース通勤型電車シリーズの更なる充実
•ヘッドライト、テールライト、前面表示器点灯
•フライホイール付動力ユニット搭載

A7752
予価：59,730円（本体価格54,300円）

JR東日本商品化許諾済

エメラルドグリーンの103系1200番代

103系1200番代は地下鉄東西線乗り入れ用に1970年に登場した車両です。当初は7両編成でしたが、1991
年に地下鉄東西線完全10両化に伴う組み換えを行い余剰となった一部の車両が常磐線快速に転出しまし
た。5両編成2本+バラ2両の計12両が転入し、朝夕ラッシュ時の増結用、成田線線内運用などで活躍しまし
たが、1993年から1994年にかけて廃車され短命に終わりました。
103系は国鉄通勤型電車の標準形式として様々なバリエーションが生まれました。1970年に冷房装置の試
験を目的に10両編成1本が山手線向けに製造され、AU73X(東芝製)、AU74X(日立製)、AU75X(三菱製)の3
種類の集中型冷房装置が比較搭載されAU75を採用することが決定しました。その後さらなる冷房装置の試
験を行うため10両中3両の冷房装置が交換されました。1978年に量産型AU75に全車が交換され特徴的な
冷房装置は消滅しました。

ウグイス色の山手線103系

JANｺｰﾄﾞ：129920 ｶｰﾄﾝ内入数：12

編成図 A0796
ｸﾊ103-1202

 A0794/95（2020年12月出荷）を基にしたバリエーション
モデル

 1990年代前半に見られた冷房電源MGが搭載されてい
ない冬季限定の編成

 先頭車にシルバーシートマークを印刷

103系1200番代ユニット窓 分散冷房車
エメラルドグリーン 常磐・成田線 5両セット
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編成図 A7752

幅広室内灯：G0001/G0002/G0003/G0004，マイクロカプラー密連・黒：F0001

103系 試作冷房車（後期）
ウグイス 山手線 10両セット
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JR東日本商品化許諾済

 A7750/51（2012年8月出荷）を基にしたバリエーション
モデル

 サハ103-307、モハ103-281、クハ103-178の変更され
たクーラー2種類を新規作成

 10両編成を一つのブックケースに収納


